
　

今
回
は
、
黒
谷
区
の
資
料
を
手
掛

か
り
に
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇

年
代
こ
ろ
の
原
木
ナ
メ
コ
栽
培
を
取

り
上
げ
ま
す
。
黒
谷
区
の
区
域
内
に

は
、
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
国

有
林
の
ほ
か
、
朝
日
財
産
区
が
保
有

す
る
林
野
や
黒
谷
林
野
会
が
保
有
す

る
共
有
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
只
見

町
の
集
落
の
な
か
で
は
林
野
面
積
が

も
っ
と
も
広
い
集
落
の
一
つ
で
す
。

前
号
ま
で
に
紹
介
し
た
叶
津
区
や
蒲

生
区
の
林
野
利
用
で
は
、
ゼ
ン
マ
イ

の
採
集
が
突
出
し
て
さ
か
ん
な
こ
と

が
特
徴
で
し
た
。
し
か
し
、
黒
谷
区

で
は
ゼ
ン
マ
イ
の
ほ
か
に
も
、
原
木

ナ
メ
コ
栽
培
や
立
木
販
売
が
さ
か
ん

で
、
多
様
な
林
野
利
用
が
み
ら
れ
た

の
が
特
徴
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

最
初
に
、
黒
谷
区
の
昭
和
三
九
年

か
ら
五
二
年
ま
で
の
「
決
算
書
綴
」

と
い
う
資
料
か
ら
、
昭
和
三
九
年
決

算
の
「
収
入
の
部
」
の
な
か
に
「
な

め
こ
栽
培
収
入
」
と
い
う
項
目
に
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
め
こ
栽
培
収
入
計

 

一
〇
四
、
二
五
〇
円

委
託
栽
培
採
取
料

 
七
名　

一
九
、
六
〇
〇
円

委
託
栽
培
新
規
契
約
保
証
金

 

一
〇
名　

六
一
、
〇
〇
〇
円

直
営
栽
培
地
内
売
渡
金

 

三
名　

二
三
、
六
五
〇
円

　

同
じ
資
料
の
な
か
に
、
こ
の
年
の

黒
谷
区
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
料
は
五
七
、

三
四
〇
円
、
区
費
収
入
の
総
計
は
四

一
二
、
六
六
五
円
と
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ナ
メ
コ
栽
培
収
入
が
区
費

収
入
総
計
に
占
め
る
割
合
は
ゼ
ン
マ

イ
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
、
区
費
全

体
の
四
分
の
一
ほ
ど
を
占
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
、
ナ
メ
コ
栽
培
収
入
の
内
訳

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
示
す
資
料
と

し
て
、
昭
和
三
三
年
の
「
な
め
こ
栽

培
地
契
約
書
綴
」
と
い
う
資
料
を
見

ま
す
。
こ
の
資
料
に
は
、
黒
谷
区
と

区
民
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
ナ
メ
コ
栽

培
契
約
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
や
や
長
く
な
り
ま
す
が
引
用

し
ま
す
。

な
め
こ
栽
培
管
理
委
託
契
約
書　

　

栽
培
委
託
者

黒
谷
な
め
こ
栽
培
組
合　

黒
谷
区

長
菅
家
茂
（
以
下
甲
と
す
る
）

　

栽
培
受
託
者　

代
表
者　

○
○
○
〇
（
以
下
乙
と

す
る
）

右
甲
乙
間
に
於
て
先
余
項
に
基
き

な
め
こ
栽
培
管
理
委
託
の
契
約
を

し
た
。

一
、
甲
は
朝
日
村
其
の
他
よ
り
な

め
こ
栽
培
の
た
め
取
得
し
て
い

る
後
記
の
土
地
内
に
存
在
す
る

既
存
の
伐
風
倒
木
並
に
伐
根
に

つ
き
な
め
こ
の
栽
培
管
理
を
乙

に
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
本
契
約
の
期
間
は
本
契
約
の

日
よ
り
満
八
ヶ
年
と
す
る
。
但

し
甲
乙
両
者
の
協
議
に
よ
り
期

間
は
延
長
短
縮
出
来
る
も
の
と

す
る
。

三
、
本
契
約
と
同
時
に
乙
は
そ
の

権
利
金
と
し
て
金【
二
千
円
也
】

※
を
甲
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

四
、
乙
は
本
契
約
期
間
中
毎
年
受

託
栽
培
地
域
内
の
な
め
こ
採
取

見
込
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

す
る
金
額
を
採
取
の
始
め
に
甲

に
支
払
う
も
の
と
す
る
。（
以

下
省
略
）　

※【　

】内
に
は
契
約
内
容
に
応
じ

た
金
額
が
記
入
さ
れ
る

　

こ
の
契
約
書
か
ら
、（
一
）ナ
メ
コ

栽
培
に
は
伐
倒
木
と
風
倒
木
、
お
よ

び
伐
根
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

（
二
）一
般
的
な
契
約
期
間
、
す
な
わ

ち
ナ
メ
コ
植
菌
後
の
採
取
期
間
は
八

年
間
で
あ
っ
た
こ
と
、（
三
）決
算
書

の「
委
託
栽
培
新
規
契
約
保
証
金
」は

期
間
の
は
じ
め
に
区
民
が
区
に
対
し

て
支
払
う
権
利
金
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
こ
と
、（
四
）決
算
書
の
「
委
託
栽

培
採
取
料
」
は
期
間
中
の
区
民
の
ナ

メ
コ
栽
培
収
入
と
な
る
採
取
見
込
金

額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
で

あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

　

昭
和
三
九
年
か
ら
五
二
年
の
「
決

算
書
綴
」
か
ら
委
託
栽
培
採
取
料
の

金
額
を
追
う
と
、
昭
和
三
九
年
に
は

一
九
、
六
〇
〇
円
で
採
取
者
は
七
名

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
一

旦
は
採
取
料
合
計
が
減
少
し
ま
す
が
、

の
ち
に
増
加
し
て
昭
和
四
五
年
の
二

七
、
〇
五
〇
円
、
採
取
者
数
五
〇
名

と
い
う
の
が
期
間
中
最
多
で
し
た
。

こ
の
金
額
が
ナ
メ
コ
販
売
額
の
五
％

だ
っ
た
と
す
る
と
販
売
額
は
五
四
一
、

〇
〇
〇
円
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

採
取
見
込
金
額
を
黒
谷
区
民
が
ど
の

程
度
正
確
に
申
告
し
て
い
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
重
要
な
副
収
入

の
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

301

コ
モ
ン
ズ
と
只
見
の
共
同
利
用
資
源
④

―
共
有
林
を
利
用
し
た
ナ
メ
コ
栽
培
―

山
形
大
学
准
教
授　

林は
や
し　

雅ま
さ

秀ひ
で

と
っ
て
お
き
の
話

只見学

▶
黒
谷
区
の
「
決
算
書
綴
」

　（
昭
和
39
～
52
年
度
）
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